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本研究領域は、近年急速に進展した植物の生殖分野において世界をリード

する業績を誇る研究者が集まり、新たなブレークスルーとして異種植物種間

の交雑による新種誕生を目指す、革新的で野心的な提案である。植物生理学、

分子遺伝学、有機合成化学、ライブイメージング、構造生物学と多岐に渡る

研究手法の効果的な融合が図られ、壮大な研究ゴールに向けて具体的な実験

計画を発案・遂行していくことを可能にする強力な研究体制となっている。

研究の先端性や国際的な優位性も顕著である。研究目的の学術的な重要性は

高く、植物の生殖隔離の原理が解明されると期待される。応用面に関して、

農作物の新品種誕生など植物新種の形成が達成されるかどうかは不明確な

点もあるものの、新品種育種に向けて重要な異種ゲノム融合の原理が明らか

になり、農学・育種・食糧生産等の分野にも波及効果が及ぶことが期待でき

る。過去の複数の関連研究の発展として妥当な研究計画である。 
一方で、これまでに大型研究費の代表として極めて優れた成果を上げた実

績を有する領域代表者には、異分野融合による成功ノウハウを領域全体に広

めて推進していく上で強いリーダーシップを発揮されることが期待される。

また、名古屋大学 WPI 拠点関連の研究者が異分野融合の中核を担う組織体

制になっているが、これらの研究者の役割を重視し、より密接・実質的に計

画研究に参画することや、WPI 拠点に現存する最先端の顕微鏡関連設備の効

果的な共用を検討することが望まれる。 
 

 


